
 

特定非営利活動法人日本雲南聯誼協会 

平成 29 年度(2017 年度)会務報告書 
 ●総会員数 405 名（正会員 270、法人会員 37、賛助会員 27、夢基金会員 71）   H30/3/31 現在 

●会報発行回数…4 回（第 61 号～64 号） 

●メール通信配信回数…16 回 

 

開催日時 活動内容 出席者氏名 （敬称略・順不同） 

H29/5/12(金) 

（日本・東京） 

東京本部にて 

第１回理事会及び

役員顧問会 

【理事】初鹿野惠蘭、遠藤功、大鷲修平、中村有里子、桂正徳、滝澤

崇、林則幸 

【監事】佃純誠、村松健児 

【顧問】片岡巖、新井淳一、都筑信、東郷浩 

【事務局（東京本部）】黒沼明恵、劉朝成 

6/3(土) 

（日本・東京） 

東京本部にて 

第 17 回定時総会 

【理事】初鹿野惠蘭、遠藤功、初鹿野薫、中村有里子、唐澤英安、桂

正徳、滝澤崇、林則幸 

【監事】佃純誠、村松健児 

【顧問】都筑信、東郷浩、野村孝志 

【会員】佐伯義博、平松宏子、土田淳志、劉萃、渡部優美、木下千

尋、呉嵐、全日本鉄道労働組合総連合会、株式会社リンガー

ハット、株式会社さんぽう、C＆J 株式会社、委任状出席 137 名 

【事務局（東京本部）】上原正夫、黒沼明恵 

8/18(金) 

（日本・東京） 

東京本部にて 

第 2 回理事会及び

役員顧問会 

【理事】初鹿野惠蘭、遠藤功、初鹿野薫、中村有里子、唐澤英安、大

鷲修平、滝澤崇、林則幸 

【監事】佃純誠、村松健児 

【顧問】片岡巖、都筑信、安保尚子、東郷浩、根岸恒次、竹内達、野

村孝志 

【傍聴者】佐伯義博(正会員)、那須英人(正会員) 

【事務局（東京本部）】黒沼明恵、芦名雪希 

10/3(火) 

（日本・東京） 

東京本部にて 

臨時理事会 

【理事】初鹿野惠蘭、遠藤功、初鹿野薫、中村有里子、桂正徳、唐澤

英安、大鷲修平、滝澤崇、林則幸 

【事務局（東京本部）】黒沼明恵 

11/10(金) 

（日本・東京） 

東京本部にて 

第 3 回理事会及び

役員顧問会 

【理事】初鹿野惠蘭、遠藤功、初鹿野薫、大鷲修平、唐澤英安、中村

有里子、滝澤崇、林則幸 

【監事】佃純誠、村松健児 

【顧問】安保尚子、東郷浩、野村孝志、佐伯義博 

【事務局（東京本部）】黒沼明恵 

H30/2/23(金) 

（日本・東京） 

東京本部にて 

第 4 回理事会及び

役員顧問会 

【理事】初鹿野惠蘭、遠藤功、初鹿野薫、中村有里子、唐澤英安、大

鷲修平、滝澤崇、林則幸 

【監事】佃純誠、村松健児 

【顧問】新井淳一、都筑信、東郷浩、竹内達、安保尚子、野村孝志、

佐伯義博、森正一郎 

【事務局(東京本部)】黒沼明恵 
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平成 29 年度(2017 年度)事業経過報告書      第 1号議案 
（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 
平成 29 年度(2017 年度)も皆様の温かいご支援・ご協力により国内外において幅広い活動を展開するこ

とができました。活動にはたくさんの会員・協力者・ボランティアの皆様がそれぞれの強みを活かし、積

極的に参加してくださいました。全ての皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

１.協会主催・関連行事 

開催日時 活動内容 詳細/参加者氏名（順不同、敬称略） 

4/19(水) 

(日本東京) 

第 41 回アジアの祭典チャリティーバザ

ー2017 

【主催】一般社団法人アジア婦人友好会 
【場所】ANA インターコンチネンタル東京(東京都港区) 

同バザーに初鹿野惠蘭理事長が参加。アジア・太平洋

州の 26 か国が参加し、収益は全て参加国の教育支援、災

害支援に使われる。 

5/3(水・祝)-

4(木・祝) 

(日本埼玉県) 

さいたま国際友好フェア 2017 

大宮支部参加 

 

【主催】さいたま市、公益社団法人さいたま国際観光協会
国際交流センター 
【場所】さいたま市市民の森、見沼グリーンセンター(埼玉
県さいたま市) 
【イベント全体来場者数】2 日間で約 6.5 万人 
【出展団体】約 60 団体 (以上、主催者発表) 
【ボランティア協力】鳥羽清広、川口邦夫、市川由美子、髙
橋福子、丸田智代、大泉国雄、鴻谷光昭、松本馨、松本裕子、
佐藤正典、高蓓、小俣小輝、金子沙樹、松本ユバ、山下英美、
服部恵美子、渡辺瑞、松尾ユイ  計 18 名 
【日本雲南聯誼協会より】寺内明子大宮支部長 

5/26(金) 

(日本東京) 

雲南財経大学一行来日 協会初訪問 【来日団】徐建坤教授以下 6 名 
【アテンド】初鹿野惠蘭理事長、滝澤崇理事、林則幸理事 
 雲南における活動で多大な協力を得ている雲南財経大学
の徐建坤教授を団長とする一行 6 名が来日。協会を初訪問
し、今後の人材育成プロジェクトについて会談。同日には
会員の勝尾修さんのご協力によりご勤務先の株式会社東京
証券取引所を視察。 

5/31(水) 

（日本東京） 
会報誌『彩雲の南』第 61号発送作業 

【場所】東京本部事務所 

【ボランティア協力】 
金澤孝、塚田民枝、宋愛平、井上小百合、上原正夫、渡部優
美、滝澤崇理事  計 7 名 

6/6(火) 

(日本東京) 
JR 総連結成 30 周年記念レセプション 

【主催】全日本鉄道労働組合総連合会(JR 総連) 
【場所】ホテルイースト 21 東京(東京都江東区) 
長年にわたりご支援・ご協力をいただいている法人会員

の JR 総連の同レセプションに招かれ、初鹿野惠蘭理事長と
林則幸理事が出席。 

6/22(木)-      

26(月) 

(日本埼玉県) 

第 20回巡回写真展 
「笑顔を君に」inさいたま 

 

【運営主体】大宮支部 
【場所】さいたま市民活動サポートセンターコムナーレ展示場 
(さいたま市) 
【来場者】約 500 名 
【ボランティア協力】川口邦夫、大泉國雄、丸田智代、服部恵美
子、横山晋、佐藤正典、市川由美子、髙橋福子、高橋克巳、山
下英美、山下道隆、松本馨、松本裕子計 13 名 
【日本雲南聯誼協会より】寺内明子大宮支部長 
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7/11(火) 

(日本東京) 

「雲南人家」譚忠文会長一行来日  

協会初訪問 

【来日団】譚忠文会長以下 4 名 
 日雲文化交流における重要なパートナーである雲南人家
文化産業集団の譚忠文会長を団長とする来日団が協会を初
訪問し、食文化を通した交流事業について会談。 

8/22(火) 

（日本東京） 
会報誌『彩雲の南』第 62号発送作業 

【場所】東京本部事務所 
【ボランティア協力】 
金澤孝、遠藤州、宋愛平、上原正夫、那須英人 計 5名 

9/8(金)-      

22(金) 

第 21回巡回写真展 
「笑顔を君に」in半蔵門 

 

【運営主体】東京本部事務局 
【場所】市民国際プラザ(東京都千代田区麹町) 
【来場者】約 200 名 
【日本雲南聯誼協会より】滝澤崇理事 

9/28(木) 

（日本東京） 

日中国交正常化 45 周年及び中華人民
共和国建国 68周年祝賀レセプション 

【主催】中華人民共和国駐日本国大使館 
【場所】ホテルニューオータニ(東京都千代田区) 
日中友好に貢献している政財界、教育、文化等各回から約

2,000 名が出席。初鹿野惠蘭理事長も招待を受け出席。 

9/30(土)-

10/1(日) 

（日本東京） 

グローバルフェスタ JAPAN2017 
Find your Piece!～見つけよう、わた
したちにできること～ 

 

【場所】お台場センタープロムナード公園(東京都港区) 
【主催】グローバルフェスタ Japan2017 実行委員会 
【共催】外務省、独立行政法人国際協力機構(JICA)、特定非
営利活動法人国際協力 NGO センター(JANIC) 
【出展団体】266 団体 
【イベント全体来場者】二日間で約 12 万人(以上、主催者
発表) 

【ボランティア協力】森保次郎、呉嵐、周世昭、周世浩、

張昱、徐娜、蔡明穎、張鐘恒、山本晶、大滝美佳、顧暢、

蘇鑫、上原正夫、土田淳志  計 14 名 

【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、滝澤崇理事、
林則幸理事、芦名雪希 計 4 名 

10/4(水) 

(日本東京) 

江戸川総合人生大学 

第 14 期生入学式 

【場所】江戸川総合人生大学(東京都江戸川区) 
初鹿野惠蘭理事長が2012年より講師を務めている江戸川

総合人生大学国際コミュニティ学科の入学式の招待をうけ
初鹿野惠蘭理事長が参列。 

10/8(日) 

(日本埼玉県) 

さいたま市 国際ふれあいフェア 2017 

大宮支部参加 

 

【主催】さいたま市、さいたま観光国際協会 
【場所】JR 浦和駅駅前広場 
【イベント全体来場者数】約 7,000 人 
【出展団体】17 団体 (以上、主催者発表) 

【ボランティア協力】鳥羽清広、川口邦夫、市川由美

子、髙橋福子、松本馨、松本裕子、佐藤正典、高蓓、

佐々木英介、金子沙樹、姜青菊、 松本ユバ 計 11 名 

【日本雲南聯誼協会より】寺内明子大宮支部長 1 名 
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10/9(月・祝) 

(日本埼玉県) 

あげおワールドフェア 2017 

大宮支部参加 

 

【主催】上尾市国際交流会 
【場所】上尾文化センター 
【イベント全体来場者数】約 3,000 人 
【出展団体】22 団体 (以上、主催者発表) 

【ボランティア協力】鳥羽清広、川口邦夫、大泉國雄、市

川由美子、小俣小輝、金子沙樹 計 6名 

【日本雲南聯誼協会より】寺内明子大宮支部長 1 名 

10/16(月)-

20(金) 

(日本各地) 

雲南海外聯誼会来日 

 

【視察団】蔡勇常務副会長以下 5名 
【主な訪問先】名古屋領事館、中部大学、愛知大学、高山市、
津島市等 
【アテンド】初鹿野惠蘭理事長、滝澤崇理事、林則幸理事 
 雲南省麗江市の友好都市である高山市と津島市を訪問。
名古屋領事館では鄧偉総領事と会談。 

10/21(土) 

(日本山梨県) 

第１3 回雲南省少数民族貧困児童 

教育支援チャリティーゴルフコンペ 

 

集まったご寄付により「25 の小さな夢基

金」春蕾生3名を新たに支援することができ、

チャリティーコンペにより支援した生徒は

18 名になりました。 

 

【主催】認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会 
【場所】大月カントリークラブ(山梨県大月市) 
【参加者】19 組 70 名 
【景品提供/ご寄付】株式会社技術評論社、株式会社大月カ
ントリークラブ、株式会社加藤文明社印刷所、株式会社村
上製本所、メディネットインターナショナル株式会社、JR
総連、綿半ホールディングス株式会社、株式会社京王プラ
ザホテル、港北出版印刷株式会社、日本産業投資技術促進
株式会社、中村公一、中村有里子理事、参加者の皆さん全員 
【ボランティア協力】楊冬梅、劉萃、林明花、小牧恵介、那
須英人 計 5名 
【日本雲南聯誼協会より】片岡巖顧問、新井淳一顧問、東郷
浩顧問、野村孝志顧問、初鹿野惠蘭理事長、遠藤功副理事
長、滝澤崇理事、桂正徳理事、林則幸理事、黒沼明恵、芦名
雪希（事務局） 計 11 名 

12/5(火) 

（日本東京） 
会報誌『彩雲の南』第 63 号発送作業 

【場所】東京本部事務所 
【ボランティア協力】金澤孝、宋愛平、陳葉萍、呉嵐、上原
正夫、滝澤崇理事 計 6名 

11/21(火) 

(日本東京) 

2017 中国雲南省・日本経済交流懇談会 in 東京 

 

雲南省招商合作局 杜勇局長 

【主催】雲南省人民政府招商合作局 
【場所】京王プラザホテル(東京都新宿区) 
【協賛】株式会社みずほ銀行、日本産業投資技術促進株式
会社、認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会 
【参加者】21 企業 38 名 
【ボランティア協力】呉嵐、岩澤千衣、渡辺ひとみ、小牧恵
介、顧暢  計 5名 
【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、滝澤崇理事、
林則幸理事、野村孝志顧問、黒沼明恵、芦名雪希(事務局) 
計 6名 

11/18(土)-    

19(日) 

(日本東京) 

第 38 回八王子いちょう祭り 

テーマ：Say YES! Smile together! ～
みんな 笑顔で！～  

【主催】八王子いちょう祭り祭典委員会 
【場所】東京都八王子市甲州街道(国道 20 号)沿い 
※協会ブースは並木町郵便局隣り 
【イベント全体来場者】2日間で 50.3 万人(主催者発表) 
【ボランティア】森保次郎、呉嵐、張昱、小野村柚佳、季瑞
穎、李美玉、顧暢、蔡明穎、初鹿野仁、土田淳志 計 10 名 
【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、滝澤崇理事、
森正一郎顧問、黒沼明恵、芦名雪希(事務局) 計 5名 
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11/26(日) 

（日本東京） 

東京多文化フェス Tokyo Multicultural 

Fes. 

 

【主催】東京都 
【場所】ベルサール秋葉原(東京都千代田区) 
【イベント全体来場者数】4,838 人(主催者発表) 

【ボランティア協力】呉嵐、渡部優美、張昱、季瑞穎、李

美玉、張端午、顧暢 計 7名 

【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、林則幸理事、
寺内明子大宮支部長 計 3名 
 東京の外国人と日本人がともに活躍し、安心して暮らせ
る「多文化共生社会」実現を目指し、意識醸成を図ることを
目的とし、東京都が初開催。協会は都の要請を受け、同フェ
スに参加。 

12/16(土) 

（日本東京） 

第 17 回チャリティー忘年会 

日本と雲南少数民族友好の夕べ 

 

 

【主催】認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会 
【場所】ビヤステーション恵比寿(東京都渋谷区) 
【参加者】約 100 名 
【ボランティア協力】董紅俊、張南、張昱、程恬、季瑞穎、
顧暢、劉艶、土田淳志  計 8名 
【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、遠藤功副理
事長、片岡巖顧問、新井淳一顧問、清水雄輔顧問、東郷浩顧
問、都筑信顧問、小澤文穂顧問、安保尚子顧問、野村孝志顧
問、佐伯義博顧問、森正一郎顧問、中村有里子理事、桂正徳
理事、初鹿野薫理事、大鷲修平理事、唐澤英安理事、滝澤崇
理事、林則幸理事、村松健児監事、佃純誠監事、近藤釼一名
古屋支部長、寺内明子大宮支部長、黒沼明恵、芦名雪希(事
務局) 計 25 名 
【協力/寄付】株式会社技術評論社、ブランニューダンスマ
ーケット、寒水能見ダンストゥループ、参加者全員 
中華人民共和国駐日本国大使館領事部・中夏宏海参賛、李

宗金領事を主賓に迎えた。 

2018/1/5(金) 

（日本東京） 
キッツグループ賀詞交歓会 

【場所】帝国ホテル東京(東京都千代田区) 
法人会員で清水雄輔顧問が名誉最高顧問を務める株式会社
キッツを含むキッツグループの同会に毎年、招待され協会
を代表として初鹿野惠蘭理事長、林則幸理事が出席。 

1/7(土) 

(日本埼玉県) 

大宮支部 新年会 

【主催】認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会大宮支部 
【会場】寺内明子大宮支部長宅 

【参加者】会員、ボランティア、その家族など 27 名 

1/10(水) 

（日本東京） 

全日本鉄道労働組合総連合会(JR 総連) 

2018 新年の集い 

【場所】ホテル雅叙園東京(東京都目黒区) 
法人会員の全日本鉄道労働組合総連合会(JR 総連)の同集

いに初鹿野恵蘭理事長、滝澤崇理事、林則幸理事、黒沼明恵
(事務局)が出席。 

1/20(土) 

(中国雲南省) 

日中国交回復 45 周年記念活動 

第 1回日中両国料理家 

健康料理調理技術交流会 in 昆明 

【主催】認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会、昆明海外聯誼会 
【場所】雲南人家(雲南省昆明市) 
【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、林則幸理事、
李珂 (雲南支部) 計 3名 
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【協賛】昆明市外事弁公室、昆明人社局、昆明市商務投資促
進局、昆明市旅行発展委員会、昆明人民対外友好協会、雲南
省西商会、麒麟(中国)投資有限公司(キリンビール) 
【協力・ボランティア】雲南餐美協会、上海森茂診療所、愛
即可餐飲（上海）有限公司、上海名瀛軒餐飲管理有限公司、
昆明飯店、中国視頻主播網、雲南人家文化産業集団、雲南大
学滇池学院、三木秀隆、安藤弘之、小林貴広、八木孝浩、佐々
木文男、潘舒雯、聶勤、李将日、楊楽冰、呉佳昱、道下航、
宋東昇、譚盈盈、徐芸、任佳珠、李晗、楊思思 
 食文化を通して日中友好を深めるため初開催。日本料理
と雲南少数民族の特色ある料理が会場を彩った。 

2/20(火) 

(日本東京) 
2018 年旅日華僑華人新春招待会 

【主催】中華人民共和国駐日本国大使館 
【場所】中国人民協和国駐日本国大使館内(東京都港区) 
【出席者数】約 350 名 
初鹿野惠蘭理事長が招待を受け、今年も出席。 

2/3(土)-4(日) 

(日本大阪) 

第 25 回ワン・ワールド・フェスティバル 

 

【主催】ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会 
【共催】一般財団法人大阪市コミュニティ協会、北区支部協議会 
【協力】外務省 
【場所】カンテレ扇町スクエア、北区民センター、扇町公園
(大阪府大阪市) 協会ブースは北区民センター内 
【イベント全体来場者数】二日間で 25,000 名  
【出展団体】118 団体 (以上、主催者発表) 
【ボランティア協力】平松宏子、平松康弘、田畑真知子、丁
由爾、小寺孝子、近藤聡、大塚美央 計 7 名 

3/9(金) 

（日本東京） 
会報誌『彩雲の南』第 64 号発送作業 

【場所】東京本部事務所 
【ボランティア協力】金澤孝、上原正夫、滝澤崇理事、村松
健児監事 計 5 名 

3/8(木) 

(日本東京) 

中華人民共和国駐日本国大使館 

国際婦人デー記念パーティー 

【主催】中華人民共和国駐日本国大使館 
【場所】中華人民共和国駐日本国大使館内(東京都港区) 
【出席者数】約 350 名 
初鹿野惠蘭理事長が招待を受け、今年も出席。 

 

２.講演会等 

開催日時 講演名 詳細／参加者氏名（順不同、敬称略） 

10/14(土) 

(日本名古屋) 

講演会「愛と行動で世界を変えよう」 

～認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会の啓示～ 

 

【講師】董紅俊 日中青少年交流部長 
【場所】四川菜園名駅店(名古屋市中村区) 

【参加者】約 70 名 

董紅俊 日中青少年交流部長を中心に名古屋周辺の華

僑華人団体と共催。近藤釼一名古屋支部長も参加し、協

会プロジェクト等を紹介。 

12/24(日) 

(中国雲南省) 

「２５の小さな夢基金」 
第 8回「夢は叶う」講演会 

【主催】認定 NPO 法人日本雲南聯誼協会 
【共催・協賛】メディネットインターナショナル株式会
社、昆明市女子中学 
【講演者】耿忠（女優、NPO 法人日中映画祭実行委員会理
事長）、吉村明郎(上海環球金融中心初代総経理、NPO 法人
日中映画祭実行委員会理事) 
【場所】昆明市女子中学 

【対象】 



6 

 

 

「25 の小さな夢基金」昆明市女子中学春蕾班 1 年生約 100 名 

昆明市女子中学教職員 約 30 名 

【協力・ボランティア】 

NPO 法人日中映画祭実行委員会、雲南省統戦部、雲南
海外聯誼会、雲南人家文化産業集団、雲南大学滇池学
院、昆明理工大学、雲南財経大学、天卓教育、吉村明
郎、耿忠、三木秀隆、平田栄一、肖涵予、于家浩、徐
望曦、陳婕、任佳珠、李晗、梅俊華、蘇鑫 

【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、林則幸理

事、佐伯義博顧問、李珂(雲南支部) 計 4名 

12/13(水) 

(日本東京) 

江戸川総合人生大学 特別講義 

 

【講師】初鹿野惠蘭理事長 
【場所】江戸川総合人生大学(東京都江戸川区) 

【対象】江戸川総合人生大学国際コミュニティ学科 14 期

生 27 名 

テーマ：「日本に住む中国の人々の活動について」 

同講義は 2012 年から毎年、初鹿野惠蘭理事長が講師と

して行っている。 

 

３. 教育支援活動 

少数民族女子高生を 1対 1で支援する「25の小さな夢基金」では 2017

年 7 月に第 9期生 97 名が卒業し、それぞれが希望する道へ進みました。

同年 9月には 12 期生 90名が入学。2006 年以来、協会を通じて支援した

生徒は 750 名を超えました。春蕾生と上海日本人学校高等部との交流事

業では今年度初めて高等部生徒が昆明を訪問し、昆明市女子中学にて交

流。「アジア未来への人材育成プロジェクト」では雲南支部にて 2名の雲

南学生がインターンシップに参加し、「仕事」を体験しました。 

日時・場所 活動内容・参加者（敬称略・順不同） 

6/29(木)-  
7/6(木) 

（中国雲南省 
各地） 

「２５の小さな夢基金」 ふれあいの旅 春蕾 9期生卒業式参列 

【主催】認定 NPO 法人 日本雲南聯誼協会 

【日程】6月 29 日(木)-7 月 6 日(木) 7 泊 8 日 

【参加者】浜津義男、宮本博行、沈東毅、佐々木英介、平田栄一、久継智弘、廖海波、王寧 

計 8名 

【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、滝澤崇理事、小澤文穂顧問、佐伯義博顧問、李

珂(雲南支部) 計 5名 

【内容】 

「25 の小さな夢基金」で支援する昆明市女子中学春蕾 9 期生卒業式参列、「50 の小学校プロ

ジェクト」支援第 4校目・日中藤誼僑愛小学校(怒江リス族自治州福貢県)、支援第 6校目・日

中秋那桶僑心小学校(同州秋那桶村)訪問、同村の第 5期生卒業生・劉慧娟さん(ヌー族)の実家

訪問等。 
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【協力・ボランティア】雲南省僑務弁公室、

雲南省統戦部、怒江リス族自治州統戦部、

怒江貢山県統戦部、怒江福貢県統戦部、昆

明市政協、昆明市西山区蒲公英社会総合服

務中心、昆明市女子中学、昆明飯店、雲南

大学外国語学院、雲南財経大学、雲南大学

滇池学院、昆明理工大学、雲南民族文化研究会、雲南人家文化産業集団、天卓教育、劉慧

娟さんご家族、秋那桶村の皆さん、丁美蘭、徐芸、宋東昇、陳麒後、龔艶玲、楊娟、朱堯、

田伊人、川嶋圭、蘇玉珠、謝丹、任佳珠、張晨、李庭宇 

7/19(水) 

（中国上海市） 

「２５の小さな夢基金」 第 5回日雲高校生国際交流プログラム 
夢基金支援生徒の代表が上海日本人学校高等部を訪問し、同世代の日本人学生と交流。 

【主催】認定 NPO 法人 日本雲南聯誼協会 

【場所】上海日本人学校高等部(中国上海市浦東新区) 

【参加者】 

昆明市女子中学「25 の小さな夢基金」支援生徒代表 8 名、引率教師 2 名、上海日本人学校高

等部全校生徒、教職員約 100 名 

【協賛】メディネットインターナショナル株式会社 

【協力】上海日本人学校高等部、昆明市女子中学、平田栄一 

【日本雲南聯誼協会より】李珂(雲南支部) 

 

12/24(日)- 

26(火) 

（中国雲南省） 

「２５の小さな夢基金」 上海日本人学校高等部昆明訪問 
上海日本人学校高等部生徒代表が初めて昆明を訪問し、昆明市女子中学にて交流を行い、ボ

ランティア中国人家庭にてホームステイを体験。日雲文化の相互理解とさらなる友好が促進

された。 

【主催】認定 NPO 法人 日本雲南聯誼協会 

【場所】昆明市女子中学(中国雲南省昆明市)、昆明市内各所、ホームステイした各中国人家庭 

【参加者】上海日本人学校高等部生徒 11 名、同校教師 3 名、昆明市女子中学春蕾生と教職員

約 100 名 

【協力・ボランティア】NPO 法人日中映画祭実行委員会、雲南省統戦部、雲南海外聯誼会、
昆明市女子中学、上海森茂診療所、雲南人家文化産業集団、雲南大学滇池学院、昆明理工
大学、雲南財経大学、天卓教育、吉村明郎、耿忠、三木秀隆、平田栄一、肖涵予、于家浩、
徐望曦、陳婕、陳粤、丁亜光、張榕榕、李雪婕、劉芮彤、劉芳、李江玲、潘春燕、朱堯、
芶暁平、任佳珠、李晗、梅俊華、謝俊冬、胡安静、侯銘、黄春菊、万麗傑、李欣怡 

【ホストファミリー】陳粤、丁亜光、張榕榕、李雪婕、劉芮彤、劉芳、李江玲、潘春燕、
朱堯、芶暁平 計 10 名 

【日本雲南聯誼協会より】初鹿野惠蘭理事長、林則幸理事、佐伯義博顧問、李珂(雲南支部)  

計 4 名 
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2018/2 月、3月 
（中国雲南省） 

アジア未来への人材プロジェクト 
雲南支部インターンシッププログラム 

【場所】日本雲南聯誼協会 雲南支部 事務所 

【インターン生】趙悦辰、何雨妍 

【期間】趙悦辰 2/7(水)-13(火)、何雨妍 3/8(木)-28(水) 

雲南支部では「アジア未来への人材育成プロジェクト」の一環として 2013 年よりインターン

シッププログラムを行っている。 

【主な内容】雲南支部事務所にてスタッフの指導の下、「25 の小さな夢基金」生徒とサポータ

ーの手紙翻訳や協会各種資料の翻訳、協会イベント・プロジェクトの補助等 
 
※当協会の小学校建設事業は、建設費用を支援金と現地政府との折半で賄っており、建設工程では雲南省人民政府

僑務弁公室・雲南省帰国華僑聨合会をはじめ、現地人民政府教育局、現地村民や子どもたちのご家族からのご協力

を得て、共に力を合わせて進めています。 

 

４. 主な協会活動への参加者のべ人数 

活動内容 活動地 回数/日数 人数（のべ/概算） 

国際フェア等への出展 日本 7 回/10 日 
【事業従事者】15 名 
【ボランティア】73 名 

協会（本部・支部）主催イベント 日本 5 回/23 日 
【事業従事者】41 名 
【ボランティア】43 名 
【参加者】約 1,100 名 

講演活動 日本 3 回/3 日 
【事業従事者】7名 
【ボランティア】12 名 
【聴講者】約 230 名 

会報誌発送作業 日本 4 回/4 日 【ボランティア】23 名 

「２５の小さな夢基金」 
支援活動、交流活動、ふれあいの旅 

日本 
雲南 

通年事業 

【事業従事者】12 名 
【サポーター】約 200 名 
【翻訳ボランティア】約 30 名 
【現地活動参加夢基金生】約 300 名 
【現地活動ボランティア】約 100 名 
【ふれあいの旅参加者】8名 
【ふれあいの旅協力者・ボランティア】 
約 30 名 

「アジア未来への人材プロジェクト」 
雲南支部インターンシッププログラム 

雲南 通年事業 
【参加学生】2名 
【事業従事者】6名 

平成 29 年度(2017 年度)に行われた日本聯誼協会の全ての活動           
【ボランティア数】350 名(概算) 【事業内直接受益者数】1,200 名(概算) 

 



第2号議案

[税込]（単位：円）

特定非営利法人日本雲南聯誼協会
科　　　目 金　　額

Ⅰ　経常収益の部

  1【受取会費】

    正会員受取会費 1,359,000

    法人会員受取会費 861,000

    賛助会員受取会費 300,000 2,520,000

  2 【事業収入】

　　（１） 日本及び中国の実地見学及び研修会・交流会等の実施 0

　　（２） 日本及び中国の民族文化や科学技術及び農業技術の紹介 0

　　（３） 中国の教育の推進を図る為の小学校建設支援 0

　　（４） 日本及び中国の物産の紹介 0

　　（５） 日本語及び中国語教室の開催 0

　　（６） 日本及び中国の保健医療技術の紹介 0

　　（７） 日本及び中国の環境保全技術の紹介 0

  3 【寄付金収入】

     寄付金収入 14,223,474 14,223,474

  4 【受取助成金等】

     受取助成金 0 0

  5  【その他収益】

    受取　利息 4,897

    為替　差益 185,206

    雑　収　入 15,002

          為替差益 205,105
経常収益　計（Ａ） 16,948,579

Ⅱ　　経常費用の部

  1【事業費】

    （人件費）

      給料　手当(事業) 4,671,698

      臨時雇賃金(事業) 243,456

      法定福利費(事業) 438,093

      福利厚生費(事業) 107,879

        人件費計 5,461,126

    （その他経費）

      広告宣伝費(事業） 33,820

      旅費交通費(事業) 1,387,725

      通信運搬費(事業) 167,696

      事務消耗品費(事業) 14,304

      水道光熱費(事業) 102,293

      地代　家賃(事業) 650,000

      賃  借  料(事業) 283,644

      支払手数料(事業) 2,699

      支払寄付金 7,450,665

        その他経費計 10,092,846

          事業費  計 15,553,972

  2　【管理費】

    （人件費）

      給料　手当 1,777,686

      臨時雇用費 187,650

      法定福利費 657,140

      通　勤　費 763,408

      福利厚生費 698

     　   人件費計 3,386,582

    （その他経費）

      旅費交通費 19,446

      通信　運搬費 215,496

      事務　消耗品費 172,899

      賃　借　料 263,340

      広告宣伝費 421,800

      交　際　費 81,354

      諸　会　費 30,000

      租税　公課 600

      支払手数料 864

      雑　　　費 12,060

        その他経費計 1,217,859

          管理費  計 4,604,441

経常費用　計（Ｂ） 20,158,413

        当期経常増減額 -3,209,834
　　【経常外費用】

  　　過年度損益修正損 2,327

 経常外費用  計（Ｄ） 2,327

        税引前当期正味財産増減額 -3,212,161
　当期正味財産増加額 （Ａ）－（Ｂ）－（Ｄ） -3,212,161
　前期繰越正味財産額 （Ｃ） 6,264,235
　期末正味財産合計額 （Ａ）－（Ｂ）－（Ｄ）＋（Ｃ） 3,052,074

自 平成29年 4月 1日  至 平成30年 3月31日

2017年度　会計収支の決算を致しました

平成30年3月31日　理事長　初鹿野　惠蘭

　　　　　　　　　　　  会　計　桂　紀美子

上記、決算を監査したところ、正確適正であることを確認致しました
　　　　　平成30年4月4日  　監　  事　佃　純誠　・　村松　健児

特定非営利活動法人 日本雲南聯誼協会正味財産増減計算書（平成29年度）



注記１：会費納入率

会員種別
①年度初の
有効会員数

②年度中
の入会者

③年度中
の退会者

④年度末
有効会員数

①＋②－③

⑤期待収入額
（概算）

④×年会費

⑥年度末
収入

⑦納入率
（概算）
⑥÷⑤

正会員 292 9 31 270 1,620,000¥   1,359,000¥   83.9%

法人会員 38 1 2 37 666,000¥      861,000¥      129.3%

賛助会員 26 1 0 27 324,000¥      300,000¥      92.6%

計 356 11 33 334 2,610,000¥   2,520,000¥   96.6%

注記２ ：寄付金の明細    単位(円）
金額 構成比率（％） 件数

7,146,019 50.2 101

6,132,520 43.1

476,223 3.4

5,000 0.0

165,474 1.2

179,623 1.3

97,944 0.7

20,671 0.2

14,223,474 100.0

注記３：決算科目について
①交際費･･･慶弔費用、土産等
②事業共通費・・・事業共通費の他、雲南支部の事務消耗品費・家賃・水道光熱費・通信費・支払手数料を計上
　  東京事務局における人件費の法定福利費の40％、固定電話の50％、賃借料の50％を各事業費へ計上

注記４ ：人件費について
①人件費に含まれるものは東京事務局の常勤職員の給与、アルバイト、パートの賃金
②東京事務局社員の従事割合を事業関係70％・事務関係30％とし、管理費の給与のうち70％を事業費給与へ計上
③事業専従ボランティア（上原正夫、滝澤崇）の交通費及び昼食代については全て事業費として計上
④雲南支部職員の給与は全て事業専従者として関わる事業へ計上

支出★印･･･支払い寄付金　　　　　　　　　　 （単位：日本円）　

収入 支出 収支差額 備考

297,569

4,214,295

1,533,043 1,334,479 198,564

476,223 622,917 ▲ 146,694

学
校
建

設 5,000 3,236,370 ▲ 3,231,370

25,132 ▲ 25,132

135 ▲ 135

354,843 ▲ 354,843

38,844 63,696 ▲ 24,852

47,820 4,860 42,960

165,474 8,232 157,242

179,623 1,796 177,827

2,660 ▲ 2,660

11,280 377,262 ▲ 365,982
全

事

業
20,671 6,344,204 ▲ 6,323,533

8,610,498 16,888,450 ▲ 8,277,952

　　※参加費や寄附金と相殺した経費があるため、正味財産増減計算書の事業費合計とは一致していません

プロジェクト名

チャリティーゴルフコンペ
寄付による就学支援

 ・運搬交通費

 ・収入はイベントの募金
 ・支出はその他のイベントに関わる経費、人件費等

 ・収入は協会内募金箱の寄附
 ・支出は全事業に共通して関わる人件費、経費、為替差損全事業共通

その他事業

写真展「笑顔を君に」

 ・交通費、消耗品費、人件費等

 ・航空券、宿泊、旅費交通費、通信交通費等

 ・収入は当日ご寄付、
 ・支出は出展料、交通費、交通費、消耗品費等

 ・通信費

 ・収入は寄付、
 ・支出は小学校建設支援金、寄付品代等

注記５：主なプロジェクト別収支　　

一般寄付

25の小さな夢基金

夢基金・上海日本人学校交流会

小学校建設費

 ・支出は生徒航空券代、旅費交通費、宿泊費等

 ・収入は夢基金支援金、寄付等
 ・支出は、人件費、経費分

 ・支出は、夢基金支援金

 ・収入は参加費
 ・支出は航空券、宿泊、旅費交通費、経費等夢基金(卒業式）ふれあいの旅

寄付内容

合計

チャリティーゴルフコンペ寄付による就学支援

チャリティー忘年会

イベント募金箱

募金箱

平成29年度(2017年)収支計算書注記　

夢
基
金

25の小さな夢基金 6,132,520 1,620,656

経
済
交
流
／

人
材
育
成

小学校建設事業

人材育成プログラム

経済交流

上海日本人学校との交流

民
族
紹
介

イ
ベ
ン
ト

合計（当期）  当期プロジェクト収入と支出の合計

「夢は叶う」講演会

チャリティー忘年会

グローバルフェスタ出展

 ・収入は少数民族女子高校生学費支援へ、
 ・支出はスタッフ交通費、切手、通信費等

 ・収入は寄付等
 ・支出はボランティア交通費等

 ・収入はイベント募金箱、
 ・支出は準備費用、交通費等八王子いちょう祭り

★

★


